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説論

第
一
章
革
命
期
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
へ

|
1
フ
ラ
ン
ス
国
籍
法
成
立
期

l
l

第
一
節
革
命
期
の
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
」
と
「
市
民
の
要
件
」

第
一
款
革
命
初
期

第
二
款
革
命
期
諸
憲
法

a.
一
七
九
一
年
憲
法

b
.

一
七
九
三
年
憲
法

c.
一
七
九
五
年
(
共
和
歴
三
年
)
憲
法

d
.

一
七
九
九
年
(
共
和
歴
八
年
)
憲
法

第
三
款
検
討

第
二
節
一
八
O
四
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典

第
三
節
小
括
|
近
代
的
国
籍
概
念
の
成
立

第
二
章
加
重
的
出
生
地
主
義
か
ら
出
生
地
主
義
へ

第
三
章
国
籍
法
制
と
国
民
概
念

終
章
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(
以
上
本
号
)

本
稿
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
法
の
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
、
国
家
が
い
か
な
る
者
を
構
成
員
と
し
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。

こ
こ
で
手
が
か
り
と
す
べ
き
フ
ラ
ン
ス
国
籍
法
は
、
歴
史
的
に
は
そ
の
特
徴
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九

(
l
)
 

九
七
年
の
国
籍
お
よ
び
移
民
法
研
究
委
員
会
報
告
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
法
の
歴
史
を
、
革
命
前
か
ら
草
命
期
憲
法
に
か
け
て
の
出
生
地
主

義
の
時
代
、
一
八

O
四
年
の
い
わ
ゆ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
か
ら
一
八
八
九
年
ま
で
の
血
統
主
義
の
時
代
、
そ
し
て
一
八
八
九
年
国
籍
法
以

(2) 

降
の
出
生
地
主
義
の
時
代
の
三
つ
の
段
階
に
大
き
く
分
け
て
い
る
。
こ
の
時
代
区
分
は
、
出
生
地
主
義
と
血
統
主
義
の
い
ず
れ
を
原
則
と
す



る
か
と
い
う
観
点
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
確
か
に
、
当
該
国
家
の
国
民
像
の
変
選
の
概
要
を
把
握
す
る
の
に
適
し
た
区
分
と
い
え
る
が
、
本

稿
で
は
、
基
本
的
に
は
こ
の
時
代
区
分
に
依
り
な
が
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
法
の
変
遷
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
い
。

第
一
は
、
革
命
期
諸
憲
法
か
ら
一
八
O
四
年
成
立
の
民
法
典
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。
近
代
的
な
国
籍
概
念
を
確
立
し
た
の
は
一
八
O

四
年
民
法
典
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
革
命
期
諸
憲
法
は
、
そ
の
中
に
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
を
書
き
込
ん
で
い
た
。
民
法

典
で
定
め
ら
れ
た
近
代
的
国
籍
概
念
の
多
く
は
、
革
命
期
の
政
治
的
思
想
的
背
景
か
ら
多
く
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
亡

(
3
)
 

命
貴
族
や
外
国
人
に
対
す
る
革
命
議
会
の
態
度
は
、
民
法
典
制
定
過
程
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
革
命
期
諸
憲

法
の
規
定
が
実
質
的
な
国
籍
要
件
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
こ
の
議
論
を
ふ
ま
え
た
上
で
民
法
典
の
国
籍
要
件
を
眺
め

(
4
)
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
法
典
に
込
め
ら
れ
た
国
籍
概
念
の
持
つ
意
味
を
、
よ
り
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(
第
一

章)。

フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

第
二
は
一
九
世
紀
後
半
、
よ
り
具
体
的
に
は
一
八
五
一
年
改
正
の
民
法
か
ら
一
八
八
九
年
改
正
の
民
法
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
当
初
の
民

法
典
は
基
本
的
に
は
血
統
主
義
を
採
用
し
た
が
、
一
八
五
一
年
の
民
法
改
正
で
は
移
民
三
世
に
つ
い
て
加
重
的
生
地
主
義
と
呼
ば
れ
る
独
自

の
出
生
地
主
義
が
導
入
さ
れ
、
更
に
一
八
八
九
年
改
正
で
は
二
世
に
つ
い
て
も
一
定
の
条
件
の
下
に
出
生
地
主
義
が
採
用
さ
れ
た
。
つ
ま
り

一
九
世
紀
後
半
は
、
血
統
主
義
か
ら
出
生
地
主
義
に
移
行
し
て
い
く
時
期
と
い
え
る
(
第
二
章
)
。

第
三
は
、
一
九
二
七
年
以
降
の
二
O
世
紀
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
一
一
つ
の
戦
後
と
そ
れ
以
降
の
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
が
国
籍
法
制

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
二
O
世
紀
半
ば
ま
で
の
政
策
的
背
景
を
持
つ
制
度
設
計
に
対
し
て
、
一
九
九
0
年
代
に
は
、

マ
l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
を
き
っ
か
け
と
し
て
市
民
権
と
国
籍
を
め
ぐ
る
議
論
が
惹
起
さ
れ
、
ま
た
二
度
の
国
籍
法
改
正
に
際
し
て
フ
ラ

ン
ス
人
と
は
何
で
あ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
や
は
り
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

E
U
域
内
外
国
人
へ
の
地
方
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
政

権
交
代
に
伴
っ
て
移
民
二
世
に
つ
い
て
出
生
地
主
義
と
血
統
主
義
が
交
互
に
採
用
さ
れ
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
国
籍
と
国
民

北法56(5・151)2167 



説

概
念
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
本
稿
の
関
心
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
(
第
三
章
)
。

以
下
、
出
生
地
主
義
と
血
統
主
義
と
い
う
国
籍
付
与
の
二
つ
の
原
則
が
、
そ
の
時
代
ご
と
に
い
か
な
る
根
拠
の
下
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
結

(
5
)
 

呆
い
か
な
る
者
に
国
籍
が
与
え
ら
れ
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。

きι
ロ岡

第
一
章

革
命
期
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
へ

-

1

フ
ラ
ン
ス
国
籍
法
成
立
期
|
|

第
一
節

革
命
期
の
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
」
と
「
市
民
の
要
件
」

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
諸
憲
法
は
そ
の
中
に
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
る
要
件
を
書
き
込
ん
で
い
た
が
、
そ
の
定
め
方
は
様
々
で
あ
っ
た
。
要
件

も
項
目
と
し
て
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
定
め
る
対
象
に
つ
い
て
は
文
言
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
の
ち
に
議
論
を
呼
ぶ

こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
革
命
期
諸
憲
法
が
記
述
し
て
い
た
の
は
国
籍
要
件
で
あ
っ
た
の
か
権
利
行
使
の
要
件
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。
本
節
で
は
ま
ず
、
こ
の
点
に
関
す
る
革
命
期
諸
憲
法
の
関
連
規
定
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を

(
6
)
 

加
え
る
。

第
一
款

革
命
初
期

革
命
期
に
は
、
憲
法
施
行
以
前
に
も
市
民
の
権
利
に
関
す
る
法
が
制
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
規
定
は
、
そ
の
後
の
憲
法
に
お

け
る
同
種
の
規
定
の
基
礎
と
も
い
え
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

北i去56(5・152)2168



(7) 

国
民
議
会
は
一
七
九

O
年
四
月
一
二

O
日
1

五
月
二
日
法
で
、

(
8
)
 

フ
ラ
ン
ス
人
お
よ
び
能
動
的
市
民
の
権
利
行
使
の
条
件
を
定
め
た
。
こ
こ
で

対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
外
国
に
お
い
て
外
国
人
た
る
両
親
か
ら
生
ま
れ
、
後
に
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

不
動
産
の
所
持
も
し
く
は
取
得
、
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
の
婚
姻
、
商
業
施
設
の
設
立
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
証
書
官
雪
四
回
号

σ
g
G
g
E
n
)

の
所
持
、
以
上
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
継
続
し
て
五
年
間
居
住
す
る
場
合
、
市
民
の
宣
誓
を
な
す
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
人

と
み
な
さ
れ
能
動
的
市
民
の
権
利
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。

フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

2
2
2弓
守
宮
前
向
広
)
」
た
め
の
要
件
を
定
め
る
と
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
要
件
を
満
た
し
た
す
べ
て
の

者
は
「
フ
ラ
ン
ス
人
と
み
な
さ
れ
る
(
弘
吉
円
骨
骨
自
白
血
な
こ
と
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
帰
化
要
件
を
定
め
た
も
の
か
あ
る
い
は
外
国
人
の
市

(
9
)
 

民
権
行
使
の
要
件
を
定
め
た
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
暖
昧
さ
は
後
述
の
よ
う
に
革
命
期
憲
法
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

同
様
に
外
国
で
生
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
も
、
宗
教
的
亡
命
者
の
子
孫
で
外
国
で
生
ま
れ
フ
ラ
ン
ス
に
戻
っ
て
き
た
者
に
つ
い
て
は
、
上
述

(ω) 

の
法
と
は
別
に
一
七
九
O
年
二
一
月
九
日
i
一
五
日
法
が
そ
の
法
的
地
位
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
亡
命
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
財
産
の

」
の
法
律
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る

返
還
に
関
す
る
デ
ク
レ
で
あ
る
が
、
第
二
二
条
で
、
亡
命
者
の
子
孫
が
フ
ラ
ン
ス
に
戻
っ
て
定
住
し
、
か
つ
市
民
の
宣
誓
を
な
し
た
場
合
に

は
、
生
来
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
認
め
そ
の
資
格
に
付
随
す
る
権
利
を
享
受
す
る
旨
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。

亡
命
者
の
子
孫
を
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
と
み
な
す
か
外
国
人
の
そ
れ
と
み
な
す
か
に
つ
い
て
は
、
の
ち
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
制
定
過
程
に

お
い
て
問
題
と
な
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
法
令
の
定
め
る
要
件
の
違
い
か
ら
、
亡
命
者
の
子
孫

は
純
然
た
る
外
国
人
と
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

北法56(5・153)2169

第
二
款

(U) 

革
命
期
諸
憲
法



説

革
命
期
諸
憲
法
は
、
自
身
の
中
に
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
」
の
要
件
を
書
き
込
ん
で
い
た
。
こ
の
要
件
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
今
日
で
い
え

ば
国
籍
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
こ
れ
ら
革
命
期
憲
法
の
規
定
の
評
価
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
こ
こ

(

円

以

)

の
ち
の
検
討
に
備
え
る
こ
と
と
す
る
。

三壬i為
自問

で
は
さ
し
あ
た
り
、
憲
法
諸
規
定
の
文
言
を
確
認
し
、

一
七
九
一
年
憲
法

一
七
九
一
年
憲
法
(
以
下
、
九
一
年
憲
法
)
は
、
第
二
編
第
二
条
で
四
つ
の
要
件
を
挙
げ
て
、
こ
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
者
を
「
フ
ラ
ン

a 
ス
市
民
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
要
件
と
は
す
な
わ
ち
、
第
一
に
フ
ラ
ン
ス
人
を
父
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
者
、
第
二
に
外
国
人
を
父

と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
者
、
第
三
に
フ
ラ
ン
ス
人
を
父
と
し
て
外
国
に
生
ま
れ
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
市
民
の
宣

誓
を
行
っ
た
者
、
そ
し
て
第
四
に
宗
教
上
の
理
由
で
亡
命
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
孫
で
あ
っ
て
外
国
で
生
ま
れ
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
市
民
の

宣
誓
を
行
っ
た
者
、
以
上
の
四
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
要
件
を
比
較
す
る
と
、
次
の
諸
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
第
一

の
要
件
す
な
わ
ち
出
生
地
お
よ
び
血
統
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
連
の
双
方
を
満
た
す
場
合
以
外
は
居
住
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
フ
ラ

ン
ス
で
出
生
し
た
場
合
は
、
市
民
の
宣
誓
を
要
し
な
い
。
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
血
統
に
よ
る
つ
な
が
り
の
み
の
場
合
は
、
市
民
と
な
る

明
示
の
意
思
表
示
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
宗
教
的
亡
命
者
の
子
孫
は
、
第
三
世
代
以
降
も
フ
ラ
ン
ス
と
の
強
い
つ
な
が

り
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
同
様
に
外
国
に
生
ま
れ
た
場
合
で
も
第
三
の
要
件
が
第
二
世
代
ま
で
し
か
認
め
な
い
定
め
方
に
な
っ
て
い
る
こ

と
と
対
比
さ
れ
る
。

以
上
を
見
る
と
、
第
一
お
よ
び
第
二
の
要
件
は
い
わ
ば
生
来
の
フ
ラ
ン
ス
市
民
を
定
め
、
第
三
お
よ
び
第
四
の
要
件
で
い
わ
ば
簡
易
帰
化

を
定
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
対
比
か
ら
は
、
国
家
と
個
人
と
の
関
係
の
基
礎
と
し
て
血
統
よ
り
も
出
生
地
の
方
に
力

点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
市
民
の
資
格
に
つ
い
て
、
前
二
者
で
原
則
と
し
て
出
生
地
主
義
を
採
用
し
、
後
二
者
で
血
統
主

北法56(5・154)2170



義
を
市
民
の
宣
誓
を
要
件
と
し
て
補
完
的
に
採
用
し
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
続
く
第
三
条
は
、
王
国
の
外
で
外
国
人
を
両
親
と
し
て
生
ま
れ
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
者
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
生

来
の
外
国
人
が
、

フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
る
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
居
住
要
件
は
重
要
で
あ
り
、
不
動
産
の
取
得
、
フ
ラ
ン
ス

人
女
性
と
の
婚
姻
、
農
業
又
は
商
工
業
の
経
営
の
三
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
者
は
、
五
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
居
住
の
後
に
市
民
の
宣

一
審
を
行
う
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
一
七
九
O
年
四
月
法
に
お
け
る
要
件
を
、
プ
ル
ジ
ヨ
ワ
階
級
証
書

以
外
は
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
第
四
条
は
、
外
国
人
に
つ
い
て
、
特
に
重
要
な
考
慮
事
項
が
あ
る
と
立
法
府
が
認
め
た
場
合
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
市
民
の
宣
誓
を
行
う
だ
け
で
帰
化
証
書

(
R
g
a
m
E
Z釦
-5号
ロ
)
が
与
え
ら
れ
る
旨
定
め
る
。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
資
格
が
失
わ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
二
編
第
六
条
が
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
外
国
へ

の
帰
化
、
第
二
に
公
民
権
剥
奪
を
伴
う
有
罪
判
決
で
あ
っ
て
受
刑
者
が
復
権
し
て
い
な
い
と
き
、
第
三
に
欠
席
裁
判
の
判
決
で
あ
っ
て
判
決

フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

が
消
滅
し
て
い
な
い
と
き
、
第
四
に
外
国
の
騎
士
制
度
ま
た
は
貴
族
身
分
の
証
明
や
出
生
の
別
を
前
提
と
し
も
し
く
は
修
道
誓
願
を
要
求
す

る
あ
ら
ゆ
る
外
国
の
団
体
へ
の
加
入
、
以
上
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
る
。

な
お
、
第
三
編
第
一
章
第
二
節
第
二
条
は
、
選
挙
に
参
加
し
う
る
能
動
市
民
の
要
件
を
定
め
る
。
こ
こ
で
は
以
上
に
述
べ
ら
れ
た
「
フ
ラ

ン
ス
市
民
」
よ
り
も
厳
格
な
要
件
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
第
一
に
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
満
二
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
、
第
三

に
一
定
期
間
以
上
の
都
市
部
ま
た
は
郡
で
の
居
住
、
第
四
に
直
接
税
の
納
付
、
第
五
に
使
用
人
の
身
分
で
は
な
い
こ
と
、
第
六
に
戸
籍
簿
へ

の
登
録
、
第
七
に
市
民
の
宣
誓
、
以
上
を
満
た
す
者
が
能
動
的
市
民
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
段
階
の
市
民
の
定
義
に
よ
り
、
多

く
の
民
衆
階
級
が
市
民
権
の
行
使
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

b 

一
七
九
三
年
憲
法
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説

一
七
九
三
年
憲
法
(
以
下
、
九
三
年
憲
法
)
は
、
第
四
条
で
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
の
行
使
主
体
の
要
件
を
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
「
フ

ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
の
行
使
」
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
者
で
あ
る
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
か
つ
居

住
し
、
満
一
一
一
歳
に
達
し
た
す
べ
て
の
男
性
で
あ
る
。
次
に
、
満
一
一
一
歳
に
達
し
か
っ
フ
ラ
ン
ス
に
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
外
国
人
に
つ

い
て
も
、
以
下
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
場
合
に
は
市
民
の
権
利
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
自
活
、
財
産

の
取
得
、
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
の
婚
姻
、
養
子
縁
組
み
、
高
齢
者
の
扶
養
、
以
上
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
更
に
、
外
国
人
に
つ
い
て
立
法
府

が
特
に
認
め
た
場
合
に
も
同
様
に
市
民
の
権
利
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
。

第
五
条
は
、
市
民
の
権
利
の
行
使
を
喪
失
す
る
要
件
を
定
め
て
い
る
。
第
一
に
外
国
へ
の
帰
化
、
第
二
に
非
人
民
政
府
か
ら
提
供
さ
れ
る

職
ま
た
は
優
遇
を
受
け
る
場
合
、
第
三
に
加
辱
刑
ま
た
は
体
刑
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
の
ち
復
権
し
て
い
な
い
場
合
、
こ
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
に
は
市
民
の
権
利
行
使
が
失
わ
れ
る
。
ま
た
第
六
条
で
は
、
市
民
の
権
利
の
行
使
が
停
止
さ
れ
る
要
件
と
し
て
、
告
発
さ
れ
た

(U) 

場
合
と
、
欠
席
裁
判
の
判
決
が
消
滅
し
て
い
な
い
場
合
の
二
つ
を
定
め
て
い
る
。

九
三
年
憲
法
は
、
受
動
的
市
民
と
能
動
的
市
民
を
区
別
し
な
い
点
で
九
一
年
憲
法
と
対
比
さ
れ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
指
摘
で
き
る
こ
と
と

し
て
、
市
民
権
行
使
の
要
件
と
し
て
純
然
た
る
出
生
地
主
義
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
九
一
年
憲
法
で
は
市
民
を
定
義
す
る
際

に
、
父
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
場
合
と
外
国
人
で
あ
る
場
合
と
を
区
別
し
て
定
め
る
。
こ
れ
に
対
し
九
三
年
憲
法
は
血
統
に
よ
る
そ
の
よ
う

詰歯

な
区
別
を
設
け
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
両
者
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
九
三
年
憲
法
第
四
条
は
「
市
民
の
要
件
」
で
は
な
く
「
市
民

(
は
)

の
権
利
の
行
使
の
要
件
」
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
者
の
射
程
が
必
ず
し
も
同
一
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

C 

一
七
九
五
年
(
共
和
歴
三
年
)
憲
法
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一
七
九
五
年
憲
法
は
第
二
編
で
市
民
の
要
件
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
九
三
年
憲
法
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
租
税
要
件
が
市
民
の
資

格
そ
の
も
の
と
し
て
再
び
登
場
す
る
。
ま
た
、
要
件
が
よ
り
精
轍
化
さ
れ
て
い
る
。

生
来
の
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
は
第
八
条
で
定
め
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
か
つ
居
住
す
る
一
二
歳
以
上
の
男
性
で
、
市
民
名
簿

(
W
B加
岡
田

5
n
F岳
山
口
町
)
に
記
載
さ
れ
、
一
年
以
上
フ
ラ
ン
ス
囲
内
に
居
住
し
、
か
つ
納
税
義
務
を
果
た
し
て
い
る
す
べ
て
の
者
が
、
フ
ラ

ン
ス
市
民
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
続
く
第
九
条
は
、
共
和
国
設
立
の
た
め
の
戦
役
に
従
事
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
に
つ
い
て
は
租
税
要
件
な
く

し
て
市
民
と
す
る
旨
を
定
め
る
。

第
一

O
条
は
、
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
る
要
件
を
定
め
て
い
る
。
一
二
歳
以
上
で
あ
り
か
つ
フ
ラ
ン
ス
で
の
定
住
意
思
を
表
明
し

て
い
る
場
合
に
、
七
年
間
の
居
住
、
直
接
税
の
納
付
、
不
動
産
も
し
く
は
農
商
業
施
設
の
所
有
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
の
婚
姻
、
と
い

フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

う
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
場
合
で
あ
る
。

市
民
の
権
利
の
喪
失
と
停
止
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
二
条
は
市
民
の
権
利
の
行
使
が
失
わ
れ
る
場
合

を
、
外
国
へ
の
帰
化
、
生
来
の
身
分
や
修
道
誓
願
を
要
求
す
る
外
国
の
団
体
へ
の
加
入
、
外
国
政
府
の
公
職
又
は
公
的
年
金
の
受
諾
、
加
辱

刑
ま
た
は
体
刑
の
有
罪
判
決
を
受
け
復
権
し
て
い
な
い
場
合
、
と
す
る
。
ま
た
第
二
二
条
で
は
、
市
民
の
権
利
の
行
使
の
停
止
要
件
を
定
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
禁
治
産
者
、
破
産
債
務
者
ま
た
は
そ
の
相
続
人
、
使
用
人
、
告
訴
を
受
け
た
者
、
判
決
が
消
滅
し
て
い
な
い
欠
席
裁

判
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
は
、
市
民
の
権
利
行
使
が
停
止
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
第
一
五
条
で
は
、
外
国
で
の
居
住
が
七
年
に
達
し
た

者
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
外
国
人
と
み
・
な
す
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

一
O
条
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
さ
な
い
限
り
再
び

フ
ラ
ン
ス
市
民
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

d 

一
七
九
九
年
(
共
和
歴
八
年
)
憲
法
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説

一
七
九
九
年
憲
法
は
冒
頭
第
一
章
第
二
条
以
下
で
市
民
の
資
格
の
得
喪
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

第
二
条
は
、
生
来
の
フ
ラ
ン
ス
市
民
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、

フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
か
つ
居
住
し
、
満
一
一
一
歳
に
達
し
、
市

'3-.6. 
n冊

民
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
囲
内
に
一
年
以
上
居
住
す
る
す
べ
て
の
者
で
あ
る
。
ま
た
第
三
条
で
は
、
外
国
人
は
、
満
一
二
歳
以
上
で
あ
り
か
っ

フ
ラ
ン
ス
へ
の
定
住
意
思
を
表
明
し
て
お
り
、
一

0
年
間
中
断
な
く
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
た
と
き
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
る
、
と
定
め
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
資
格
を
喪
失
す
る
場
合
は
第
四
条
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
外
国
へ
の
帰
化
、
外
国
政
府
の
公
職
ま
た
は
公
的
年
金
の
受

諾
、
生
来
の
身
分
や
修
道
誓
願
を
要
求
す
る
外
国
の
団
体
へ
の
加
入
、
体
刑
ま
た
は
加
辱
刑
の
有
罪
判
決
が
そ
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
O
二
年
九
月
四
日
元
老
院
決
議
が
、
特
に
国
益
に
貢
献
し
た
外
国
人
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
二
年
後
の
一
八

O
四
年
に
い
わ
ゆ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
が
成
立
し
、
こ
れ
以
降
、
憲
法
に
市
民
の
資
格
要
件
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と

こ
の
の
や
り
、

は
な
く
な
る
。

第
三
款

検
討

(
日
)

以
上
を
見
る
と
、
革
命
期
諸
憲
法
に
お
け
る
市
民
の
資
格
は
、
基
本
的
に
出
生
地
主
義
に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
や
や
乱
暴
な
が

ら
こ
れ
ら
要
件
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
々
で
多
少
の
揺
れ
は
あ
る
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
出
生
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
居
住
、

年
齢
一
二
歳
以
上
と
い
う
要
件
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
格
喪
失
の
要
件
も
、
各
憲
法
で
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
外
国
人
が
市
民

と
な
る
(
ま
た
は
市
民
権
を
行
使
す
る
)
要
件
に
つ
い
て
も
、
細
か
な
差
異
を
除
け
ば
そ
の
要
素
は
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
財
産
(
土
地
又
は
資
本
)
の
取
得
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
の
婚
姻
な
ど
家
族
的
つ
な
が
り
、
二
疋
期
間
の
居
住
、
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
、
「
い
か
な
る
者
を
い
か
な
る
理
由
で
国
民
と
し
て
き
た
か
」
と
い
う
冒
頭
の
問
い
を
ひ
と
ま
ず
留
保
し
て
、
先
に
、
革
命
期

諸
憲
法
に
固
有
の
問
題
を
ま
ず
検
討
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
革
命
期
諸
憲
法
が
定
め
て
い
た
の
は
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
か
、
と
い

う
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
憲
法
の
定
め
て
い
た
も
の
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
」
の
要
件
あ
る
い
は
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
の
行
使
」
が
認

め
ら
れ
る
主
体
の
要
件
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
革
命
期
諸
憲
法
に
限
っ
て
い
え
ば
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
と
い
う
文
言
は
、
こ
れ
ら
要
件
の

帰
属
に
つ
い
て
い
う
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
フ
ラ
ン
ス
人
を
父
と
し
て
」
「
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
の
婚
姻
」
な
ど
と
い
っ
た
、
要
件
の
構

成
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
一
体
、
国
籍
要
件
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
が

か
ね
て
よ
り
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
特
に
他
の
革
命
期
憲
法
が
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
」
を
定
め
る
の
に
対
し
、
九
三
年
憲
法
の

(
江
川
)

み
が
「
市
民
権
行
使
の
要
件
」
を
定
め
る
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
九
三
年
憲
法
が
国
籍
要
件
で
あ
る
か
否
か
が
主
な
論
点
と
な
っ
て
い
た
。

フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

学
説
は
、
九
三
年
憲
法
を
含
む
革
命
期
諸
憲
法
が
国
籍
条
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
、
革
命
期
諸
憲
法
は
市
民
の
資
格
を

定
め
る
こ
と
で
国
籍
を
定
め
た
の
で
あ
る
が
九
三
年
憲
法
の
み
は
国
籍
条
項
を
含
ま
な
い
(
す
な
わ
ち
外
国
人
に
も
投
票
権
を
認
め
た
)
と

(口)

す
る
見
解
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
の
立
場
を
採
る
何
者
。
邑
や
〉

NE-
は
、
当
時
は
重
国
籍
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
市
民
と
な
る
こ

と
は
他
の
国
籍
を
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
市
民
権
の
行
使
と
市
民
の
資
格
と
は
分
か
ち
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
根

(
日
出
)

拠
に
、
九
三
年
憲
法
第
四
条
も
国
籍
条
項
で
あ
っ
た
と
す
る
。
他
方
、
後
者
の
立
場
を
採
る

Z
n町
長
や

3
5
F
S
は
、
九
三
年
憲
法
は
第

四
条
の
文
言
か
ら
「
市
民
の
要
件
」
で
は
な
く
「
市
民
権
行
使
の
要
件
」
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
外
国
人
の
身
分
の
ま
ま
で
選
挙
権
が

(
川
河
)

認
め
ら
れ
た
と
解
す
る
。
ま
た
∞
。

E
E
も
、
九
一
年
憲
法
に
つ
い
て
は
「
誰
が
国
民
主
邑
。
ロ
)
に
属
す
る
の
か
を
規
定
し
て
お
り
、
従
つ

(
初
)
(
幻
)

て
最
初
の
国
籍
法
典
で
あ
る
」
と
す
る
一
方
、
九
三
年
憲
法
は
国
籍
条
項
を
含
ま
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
の
相
異
は
、
当
時
の
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
」
と
い
う
概
念
の
錯
綜
に
起
因
す
る
。
革
命
期
の
「
フ
ラ
ン
ス

北法56(5・159)2175



説

(
勾
)

人
の
資
格
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
資
格
」
と
の
概
念
的
混
乱
に
つ
い
て
は
す
で
に
〈
B
止
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
当
時
は
、

(
お
)

用
語
と
し
て
の
「
国
籍

(
E
C
S色
尽
)
」
と
い
う
言
葉
は
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
内
国
人
を
表
す
言
葉
と
し
て
は
伝
統
的
に
「
フ
ラ
ン
ス

人
(
骨
自
前
臼
明
)
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
外
国
人
(
宮
自
明
R)
と
内
国
人

(PS2-と
と
の
区
別
は
革
命
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た

(μ) 

が
、
こ
の
時
点
で
の
内
国
人
が
近
現
代
的
な
意
味
で
の
国
籍
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
同
義
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
革
命
期
の
「
フ
ラ
ン

ス
人
」
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
」
と
い
う
概
念
の
混
乱
(
あ
る
い
は
「
揺
れ
」
)
は
、
革
命
期
以
前
の
「
内
国
人
」
が
、
近
現
代
的
意
味
で
の
「
国

民
」
へ
と
変
わ
る
、
そ
の
移
行
期
に
お
け
る
現
象
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
概
念
の
混
乱
は
、
〈
自
己
が
革
命
期
諸
憲
法
は
国
籍
要
件
を
含
ま
な
い
と
す
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
一

論

九
四
五
年
の
著
作
に
お
い
て
、
革
命
期
諸
憲
法
が
国
籍
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
当
時
の
多
数
説
に
対
す
る
反
論
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

「
大
き
な
混
乱
が
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
と
市
民
の
資
格
の
理
念
の
聞
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
混
乱
は
、
そ
も
そ
も
採
用
さ
れ
た
言
語
が

不
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
容
易
に
説
明
で
き
る
。
市
民

(ng苦
ロ
)
と
い
う
用
語
は
実
際
、
数
年
の
聞
に
、
そ
の
意
味
を
変
化
さ
せ
た
。
あ

(
お
)

る
時
期
に
は
、
そ
れ
は
複
数
の
意
味
に
解
し
得
た
の
で
あ
る
。
」

〈
自
己
に
よ
れ
ば
、
九
一
年
憲
法
に
い
う
「
市
民

(ng百
三
」
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
一
般
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
上
で
「
市
民
」
は
政
治
的
権
利
の
有
無
に
よ
り
能
動
的
市
民
と
受
動
的
市
民
に
区
別
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
前
者
が
、
今
日
に
い

(
お
)

う
と
こ
ろ
の
「
市
民
(
円
宮
古
口
)
」
で
あ
る
と
す
る
一
方
、
後
者
は
、
実
質
的
に
は
「
市
民
」
で
は
な
く
「
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
」
で
あ

(
幻
)

り
、
そ
の
意
味
で
九
一
年
憲
法
は
「
国
籍
に
つ
い
て
の
法
的
観
念
の
最
後
の
表
明
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
九
三
年
憲
法
は
「
市

北法56(5・160)2176



民

(nxoヨ
ロ
)
」
を
政
治
的
権
利
を
持
つ
者
と
し
て
定
義
し
た
(
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
市
民
の
理
解
は
、

(
お
)

九
九
年
憲
法
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
)
と
述
べ
る
。

一
七
九
五
年
憲
法
お
よ
び
一
七

〈
宮
町
一
の
以
上
の
よ
う
な
理
解
は
、
「
市
民

(
n
F
S
可
申
ロ
)
」
の
享
受
す
る
権
利
と
「
フ
ラ
ン
ス
人
(
宮
口
町
宮
)
」
の
享
受
す
る
権
利
と
の
区

別
を
前
提
と
し
て
い
る
。
基
本
的
に
、
革
命
期
諸
憲
法
が
主
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
は
、
「
誰
が
政
治
的
権
利
を
有
す
る
か
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
九
一
年
憲
法
第
一
編
が
自
然
権
お
よ
び
私
権

(
a
E
Z
S
E
R
-∞
2
2
4
己
目
)
の
享
有
主
体
と
し
て
「
市
民
(
口

g吉
ロ
)
」
一
般

を
定
め
た
の
を
除
け
ば
、
革
命
期
諸
憲
法
は
す
べ
て
政
治
的
権
利
宣
言
Z

宮
E
5
5
m
)
の
享
有
主
体
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
o

〈
自
己
は
、
(m) 

前
者
が
帰
属
す
る
の
が
実
質
的
な
「
フ
ラ
ン
ス
人
吉
宮
古
広
)
」
で
あ
り
、
後
者
が
帰
属
す
る
の
が
「
市
民
(
口
ぎ
苫
ロ
)
」
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
国
籍
と
市
民
権
と
の
現
代
的
な
概
念
の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
概
念
に

混
乱
の
み
ら
れ
た
当
時
に
あ
っ
て
、
革
命
期
諸
憲
法
が
国
籍
と
市
民
権
を
同
一
視
し
て
い
た
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
、
と
〈

g
a
は

フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

理
解
す
る
。
革
命
期
諸
憲
法
と
革
命
議
会
は
専
ら
政
治
的
権
利
の
享
有
主
体
と
し
て
の
市
民
に
つ
い
て
議
論
し
定
義
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、

(
初
)

そ
こ
で
は
市
民
に
な
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
む
し
ろ
、
法
的
意
味
で
の
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
は
九
一
年
憲

法
に
お
け
る
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
」
を
最
後
に
革
命
期
諸
憲
法
か
ら
姿
を
消
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
外
国
人
の
区
別
は
法
的
な
性
質
を
持
つ
も
の

(
幻
)

で
は
な
く
事
実
上
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

〈
g
o
-
の
示
し
た
「
『
B
忠
告
H
今
2
z
n
-
i
g
の
享
有
主
体
/
n
x
o可
m
g
H
e
g
a
旬
。

E
S
5
2
の
享
有
主
体
」
と
い
う
枠
組
み
に
依
拠
し
な

が
ら
も
、
革
命
期
諸
憲
法
と
り
わ
け
九
一
年
憲
法
に
つ
い
て
〈
自
己
と
は
異
な
る
見
解
を
示
す
の
が
卓
8
2
で
あ
る
。
〈
自
己
が
九
一
年
憲

jヒj去56(5・161)2177

法
の
受
動
的
市
民
の
定
義
を
「
フ
ラ
ン
ス
人
」

の
定
義
と
見
る
の
に
対
し
、
司
8
2
は
、
こ
れ
も
ま
た
「
市
民
」

の
定
義
に
含
ま
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
」

の
定
義
で
は
な
い
と
見
る
。

4

「
円
喜
四
円
に
よ
れ
ば
、
九
一
年
憲
法
は
国
籍
要
件
を
含
ん
で
い
な
い
。
九
一
年
憲
法
に
つ
い
て

d
s
q
は
次
の
よ
う
に
い
う
。



説

「
権
利
の
保
障
に
関
す
る
第
一
一
編
を
除
け
ば
、
:
・
そ
れ
[
憲
法
(
引
用
者
註
)
]
は
社
会
の
政
治
的
組
織
の
み
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
従
っ
て
、
私
権
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
政
治
的
権
利
の
み
を
対
象
と
し
う
る
。
そ
の
権
利
を
持
つ
こ
と
が
、
フ
ラ
ン
ス
市

民
を
定
義
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
治
的
権
利
は
自
然
権
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
政
治
的
権
利
は
す
べ
て
の

(
勾
)

者
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」

号l>
U冊

政
治
的
権
利
の
行
使
は
能
動
的
市
民
に
の
み
帰
属
す
る
が
、
政
治
的
権
利
の
享
受
は
必
ず
し
も
投
票
権
を
条
件
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

投
票
権
を
持
た
な
い
受
動
的
市
民
も
、
政
治
的
権
利
か
ら
全
く
排
除
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
司

8
2
は
説
明
す
る
。
こ
こ
に
い

う
政
治
的
権
利
と
は
、
代
表
さ
れ
る
権
利
で
あ
り
、
一
般
意
志
の
形
成
に
協
同
す
る
権
利
(
目
白
骨
皇
号

g
R百円

P
E
F
E
S
S
号

宮

(
お
)

S
Zロ
尽
な

B
E
)
で
あ
る
。
従
っ
て
九
一
年
憲
法
の
定
め
る
市
民
概
念
は
、
受
動
的
市
民
も
含
め
て
政
治
的
権
利
の
享
有
主
体
と
し
て
の

「
市
民
(
♀
♀

g
∞
)
」
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
国
民

(Egg-え
EMmgg)」
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
す
る
。

こ
こ
で
司
岳
民
は
、
九
一
年
憲
法
が
想
定
す
る
フ
ラ
ン
ス
居
住
者
を
四
つ
の
同
心
円
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。
最
外
延
は
外
国
人
を

含
む
全
フ
ラ
ン
ス
住
民
で
あ
る
。
そ
の
内
側
に
は
、
憲
法
第
二
編
第
一
条
を
満
た
す
市
民
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
市
民
が
位
置
す
る
。
こ
こ

に
は
女
性
や
未
成
年
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、
排
除
さ
れ
る
の
は
外
国
人
の
み
で
あ
る
。
更
に
そ
の
内
側
に
能
動
的
市
民
が
あ
り
、
中
心
の
四

(M) 

つ
め
の
円
は
、
選
挙
人
が
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
「
市
民
で
は
な
い
が
私
権
を
享
受
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
」
を

想
定
す
る
よ
う
な
特
別
な
用
語
を
用
い
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
司

8
R
は
、
結
局
こ
の
九
一
年
憲
法
の
段
階
で
は
、
市
民
概
念

(
お
)
(
お
)

と
区
別
さ
れ
る
よ
う
な
国
民
概
念
を
用
い
る
必
要
性
は
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

ま
た
、
九
三
年
憲
法
に
つ
い
て
も
卓

8
2
は
、
政
治
的
権
利
に
つ
い
て
の
み
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
「
市
民
」
と
「
市

民
の
権
利
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
者
」
が
こ
こ
で
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
司
毛
R
は
考
え
る
。
前
者
は
女
性
や
未
成
年
者
を
含
む
が
、
後
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者
は
前
者
の
う
ち
で
第
四
条
を
満
た
す
者
で
あ
る
。
従
っ
て
九
三
年
憲
法
第
四
条
は
、
外
国
人
と
区
別
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
市
民
を
定
め
る
も

の
で
は
な
く
、
市
民
(
市
民
の
権
利
が
帰
属
す
る
者
)
と
市
民
の
権
利
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
者
と
を
区
別
す
る
要
件
を
定
め
た
も
の
と
い

(
幻
)

う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
司
8
2
の
言
説
に
従
え
ば
、
九
一
年
憲
法
お
よ
び
九
三
年
憲
法
は
と
も
に
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
を
政
治
的
権
利
の
享
有

主
体
と
し
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
を
異
な
る
概
念
と
し
て
構
成
す
る
必
要
性
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
七
九
五
年
憲
法
は
、
政
治
的
権
利
の
享
有
主
体
の
要
件
に
納
税
を
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
定
法
上
の
「
市

民
」
の
範
囲
を
限
定
し
、
そ
の
た
め
に
、
「
市
民
」
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
と
「
市
民
」
で
な
い
い
わ
ゆ
る
「
国
民
」
と
を
区
別
す
る
必
要
が

生
じ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
「
国
民

(
E
E
S
S」
と
い
う
用
語
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
概
念
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
は
「
市
民

(ng百
三
」

と
い
う
単
語
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
用
語
に
、
政
治
的
権
利
を
持
つ
者
と
い
う
意
味
と
国
民
と
い
う
意
味
の
二
つ
が
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
七
九
五
年
憲
法
が
初
め
て
「
市
民

(ng宮
口
)
」
と
い
う
用
語
を
近
代
的
意
味
で
の
「
国
民
」
の

(
お
)

意
味
で
用
い
た
の
で
あ
る
と
、

-
8
2
は
評
価
す
る
。

「
共
和
暦
三
年
憲
法
は
従
っ
て
、
多
大
な
影
響
力
を
持
ち
、
民
法
典
の
特
徴
に
な
る
こ
と
と
な
る
新
機
軸
を
導
入
し
た
。
こ
の
と
き
ま
で
は
、

す
べ
て
の
社
会
構
成
員
は
市
民
で
あ
っ
た
。
九
一
年
で
は
、
彼
ら
は
少
な
く
と
受
動
的
市
民
で
あ
っ
た
。
九
三
年
で
は
、
彼
ら
は
政
治
的
権

利
を
行
使
し
な
い
が
少
な
く
と
も
市
民
の
資
格
を
有
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
者
が
政
治
的
権
利
を
持
っ
と
同
時
に
私
権
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
政
治
的
権
利
と
そ
の
行
使
は
市
民
に
留
保
さ
れ
、
そ
の
他
の
者
は
私
権
の
み
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
」

「
九
五
年
憲
法
は
、
従
っ
て
、
政
治
的
権
利
と
私
権
と
を
区
別
す
る
端
緒
と
な
っ
た
。
九
一
年
に
お
い
て
私
権
と
政
治
的
権
利
を
同
時
に
定

(
ぬ
)

め
て
い
た
憲
法
は
、
こ
れ
ら
を
分
け
て
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
権
は
権
利
宣
言
に
、
政
治
的
権
利
は
本
来
的
意
味
で
の
憲
法
に
。
」
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説

(ω) 

こ
の
言
説
に
従
え
ば
、
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
す

5
3ロ
」
と
は
別
の
「
白
色
。

E-」
概
念
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
新
し

い
概
念
は
、
外
国
人
と
内
国
人
を
区
別
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
内
国
人
を

2
♀

g
と
そ
う
で
な
い
者
に
区
別
す
る
役
割
を
担
っ
た
と

(
引
)

叶
『
。
宮
叫
は
結
論
づ
け
る
。

草
命
期
諸
憲
法
が
国
籍
要
件
を
含
ん
で
い
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
も
重
要
な
論
点
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
論
じ
る
た
め
に
は
「
国

籍
に
よ
っ
て
な
に
が
確
定
さ
れ
る
の
か
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
論
点
の
前
提
と
な
る
べ
き
事
柄
と
し

論

て
、
〈
自
己
と
叶

8
4吋
が
憲
法
の
諸
規
定
の
目
的
を
専
ら
「
政
治
的
権
利
の
担
い
手
の
範
囲
の
確
定
」
と
考
え
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
革
命
期
諸
憲
法
が

E
♀

g
以
外
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
づ
け
に
関
心
を
持
っ
て
い
か
な
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

ぅ
。
憲
法
が
政
治
的
権
利
の
担
い
手
を
よ
り
狭
く
限
定
し
て
い
く
過
程
で
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
の
受
け
皿
と
し
て

ロ
由
民
自
己
と
い
う
概
念
が
別
途
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
近
代
国
籍
法
を
確
立
し
た
と
評
さ
れ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
民

法
典
が
、

egan-〈
広
明
の
共
有
主
体
と
し
て
「
吟
自
前
回
岡
田
」
定
め
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
、
革
命
期
に
は
暖
昧
で
あ
っ
た
か
又
は
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
個
人
の
国
家
に
お
け
る
属
性

l
l

政
治
的
権
利
の
担
い
手
で
あ
る
か
、
私
権
の
享
有
主
体
で
あ
る
か
1

1

が
、
一
七
九
五
年
憲
法
の
時
点
で
整
理
さ
れ
、
民
法
典
に
引
き
継

が
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
こ
れ
を
前
提
に
、
次
に
、
こ
れ
ら
革
命
期
諸
憲
法
に
お
け
る
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
ま
た
は
「
フ

ラ
ン
ス
市
民
」
と
の
対
比
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
が
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
」
を
ど
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
に
定
め
た
か
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

(
1
)
司
・
者
団
巳
・
玄
協
同
宮
田

q
b
g
a
m
円
日
開
こ
か
伺
】
回

E
B虫
色

町

Z
E
t
O
E
-
-広
開

問

内

庁

コ

B
E加『
S
S
E
-
u唱
。
円
四
回
言
明

V
5
2明司

2
5
5
8・
F
E
品

O
B
E
S
E
5
=
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フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

E
E
g
o
-
-
事
斗
・
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
籍
制
度
と
国
民
概
念
(
二
」
北
法
五
五
l
四
(
二
O
O
四
)
一
五
O
六
頁
註
(
叩
)
も
参
照
。

(
2
)
E
P
唱
-
z
e
E
-
但
し
、
い
ず
れ
の
時
代
も
純
粋
な
出
生
地
主
義
・
血
統
主
義
を
採
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
他
方
の
性
質
を
加
味
し
た
制

度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

(
3
)
Z
-〈
g
n
f
z
z
c弓
m
w
色
町
】
担
E
C
O
E
-
-
応
『
『
E
2
2
8
q
O
E
m
S
F
回
目
円
三
S
R
芯
一
釦
円
。
巴
『
a
e
釦
右
目
f
-
E
少
司
・
5
a
・

(
4
)
革
命
以
前
に
も
い
わ
ゆ
る
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
の
概
念
は
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
近
代
的
国
民
概
念
と
は
性
質
を
異
に
す
る
た
め
、
本
稿
で
は

さ
し
あ
た
り
革
命
期
以
降
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
な
お
、
革
命
以
前
の
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
で
の
フ
ラ
シ
ス
人
概
念
と
外
国
人
の
法

的
地
位
に
関
し
て
は
、
光
信
一
宏
「
フ
ラ
ン
ス
旧
体
制
下
の
外
国
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
覚
書
|

1

『
内
国
人
円
『
外
国
人
』
、
『
国
籍
」
1
1
」

愛
媛
法
学
会
雑
誌
二
三
|
二
(
一
九
九
六
)
七
九
頁
以
下
が
あ
る
。

(
5
)
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
代
国
籍
法
制
に
つ
い
て
は
、
E
E
E
E
-
E
E
E
吉
田
町
一
4
2
5
2
号
2
5
2
F
E
号
2
5
g
E
F
g
p
g
m
g
F
N
C
O
M
に

網
羅
的
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(6)
革
命
期
の
国
籍
概
念
お
よ
び
外
国
人
の
権
利
行
使
に
つ
い
て
の
代
表
的
研
究
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
光
信
一
宏
「
フ
ラ
ン
ス
一
七

九
三
年
憲
法
と
外
国
人
の
選
挙
権
(
一
)
1
1
1
フ
ラ
ン
ス
革
命
初
期
の
外
国
人
の
法
的
地
位

l
l」
愛
媛
法
学
会
雑
誌
二
四
l

二
一
九
九
七
)

六
五
頁
以
下
ο

菅
原
真
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
初
期
に
お
け
る
『
外
国
人
』
の
政
治
参
加
二
)
1
(
五
・
完
ご
現
代
社
会
文
化
研
究
一
七
(
二
0

0
0
)
六
七
頁
以
下
、
同
一
八
(
二
0
0
0
)
四
五
頁
以
下
、
同
二
二
(
二

O
O
一
)
一
一
九
頁
以
下
、
成
膝
論
叢
三
九
(
二

O
O
二
)
一
一

頁
以
下
、
同
四
O

(
二
O
O
一
二
)
二
三
頁
以
下
。

(7)
「。
ζ
明
朗
凶
。
h
w
E
-
'
M
g
包
}
吐
き
g
z
n
o
S
白
ロ
ニ
刊
回
g
E
E
o
=
Z
E
E
-
8
Z
V
C
E
Z
R
2
8
5
か
ゆ
白
ロ
2
2
2
唱
。
=
円
宮
『
ロ
邑
E
2
E
d
H
n
R
R
m
a
虫
色
『
2
z
a
m

巳円。山、gmwn円即時・』・∞
-
O
Z〈
局
私
自
『
叫
の
0
2
0
2
8
ロ
n
o
ヨ
立
公
明
ι
目
的
-
0
5
4
ι
p
a
g
d
o
E
C
ロ
ロ
g
n
白
デ
『
恥
包
白
ヨ
白
5
4
白
円
安
{
閉
門
同
z
n
c
ロ
朗
自
戸
ロ
ム
ぷ
S
F
S
B
O
唱
お
5
5
R
-

〉・加巨〕BF-∞MKP司・戸∞JV-一問、白口白20口hLF同和司『白zs-8・0℃・2円・(凶)噌勺ふAV

(
8
)
〈
・
』
・
同
V
O
丘
四
四
百
戸
円
宣
告
加
R
E
E
-
m
【
吉
一
二
三
白
『
か
さ
E
Z
O
口
P
5
2
5
・
5
F
E
n
-
-∞
ι
m
g
g
n同
e
b
r
s
∞
a
E岨

5
-
-
N
F
-
空
白
ロ
加
n
p
円
】
n
E
H
5
5
白

勺白岡両』町e戸市山山明∞叫司・凶川明。・

(9)
菅
原
・
前
掲
註

(
6
)
論
文
(
二
、
八
0
1
八
二
頁
参
照
。

(
叩
)
戸
包
色
g
v
z
a
b
n
n
B
σ
『
何
コ
唱
(
}
B
E
E
〈
町
釦
E
5
0
円
目
白
仏
目
5
8
z
t
c
口
弘
再
開
Z
E
出
品
目
印
『
同
]
笠
C
ロ
=
臼
『
町
田
『
z
m
F
E
P
』
切
・
0
E
〈
町
『
m
-
2
・
0
勺
-
n
x
(
3
4
8
2
n

回目円。ロ門戸℃呂凶v-tFPRFOロmL回目mp恒国明包田町場。
-u
・巳F(凶)よ
u
・品。・
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説論

(
日
)
歴
代
憲
法
条
文
を
収
め
た
も
の
と
し
て
は
、
「
U
Z加
E
・
E
-
Y
向
。
吉
田
町
5
2
m
-
∞c
s
p
a
-
Z
2
8伊
丹
』

E
5
2
0
二
四
回
吉
田
町
四
宮
】
2
z
z
h
v
o
-
-
E
E
何
回
巳
開
]
白

p
g
n
刊
号
官
民
コ
∞
喧
h
n
E
-
e
F
の

2
・
-
唱
凶
N
-
u
句
・
2
n
E
H
2
5
庁
舎
9
2
0
5
E
E
F
O
E
ロ
m
Y
「
o
g
-
-
喧
∞
喝
な
ど
が
あ
る
。

(
ロ
)
な
お
、
菅
原
・
前
掲
註

(6)
論
文
は
、
こ
れ
ら
革
命
期
諸
憲
法
に
お
け
る
市
民
の
要
件
等
に
つ
い
て
、
立
法
過
程
で
の
議
論
も
含
め
た
詳

細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

(
日
)
後
者
の
欠
席
裁
判
の
判
決
が
消
滅
し
て
い
な
い
場
合
は
、
九
一
年
憲
法
で
は
「
市
民
の
資
格
」
が
失
わ
れ
る
要
件
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

九
三
年
憲
法
は
、
市
民
の
権
利
行
使
の
喪
失
で
は
な
く
停
止
と
し
て
い
る
点
で
、
九
一
年
憲
法
よ
り
も
市
民
権
行
使
の
範
囲
を
広
く
し
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

(
凶
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
節
第
三
款
で
検
討
す
る
。

(
日
)
同
Y
F
a
白
E
F
U
S
E
O
白
色
思
P
8
3
F
W
E
-
-
U
包
-
o
P
3
3
岨
宅
・
ョ
，
M
∞
-

(
日
)
こ
の
議
論
は
と
り
わ
け
、
一
九
九
二
年
マ
l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
に
際
し
て
同
条
約
が
域
内
外
国
人
の
地
方
選
挙
権
を
定
め
て
い
た
こ
と

か
ら
、
外
国
人
の
選
挙
権
が
過
去
に
憲
法
上
許
容
さ
れ
た
例
と
し
て
九
三
年
憲
法
を
挙
げ
る
議
論
と
直
接
結
び
つ
い
て
展
開
さ
れ
た
。

(η)
こ
れ
ら
の
議
論
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
光
信
・
前
掲
註

(
6
)
論
文
七
0
1
七
二
頁
、
菅
原
・
前
掲
註

(
6
)
論
文
(
四
)
一
八
1
一

九
頁
、
二
三
1
二
四
頁
。

(
同
)
ω
-
n曲目
V
O
『
拍
子
C
H
O
U
お
口
口
開
門
和
四
円
ロ
邑
。
ロ
包
志
一
g
s
g
E
匂

E
σ
E
n
s
-
m
g
m
・
5
0
穴

O
E
E
注
目
円
-
Y
o
m
-
島
町
田
円
。
〕
芯
ロ
ロ
即
応
-
E
H
m
P
3
3
・
旬
間
戸
当
1
2
・
u
〈
・
〉
ピ
ヨ
r

「
四
宮
内
問
E
伺
開
会
派
E
E
S
片足
E
C
F
町
田
容
B
明
3
2
庁
a
s
-
z
-
m
n
H
O
E
s
n
コ
S
L
口
』
・
回
虫
L
・2
』
-
n
F
0
・
n
'
n
o
E
2
2
5
2
門
戸
〈
刊
号
n
E
C
H
(
み

E
C・
E

g
g
E
E
S
E
M
品
吉
田
ロ
コ
3
l
F
-
E
C
宮
町
母
国
国
庁
且
『
O
山
門
司
Z
F
z
n
骨
m
E
S
Y
〉
C
U
-
-甲
2
・
3
・
M
5
'
ピ
唱
・
ま
た
、
Z加
E
苫
=
〈
S
J
円
四
ロ
も
、
九
三
年

憲
法
も
含
め
た
革
命
期
の
諸
憲
法
は
「
単
に
国
籍
の
定
義
を
か
な
り
の
程
度
で
拡
大
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
、
す
な
わ
ち
国
籍
に
つ
い
て
定
め
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
。
の
・
2
伺
巴
『
g
〈
釦
ロ
ペ
g
・
0
8
t
号
コ
5
5
m
g
g
p
E
〕
句
・
3
ま
七
・
区
品
・

(
四
)
回
出
回
M
n
c
n
F
O
F
o
g
-
円
仏
刊
4
0
8
2
n
o
ロ
島
E
C
E
a
o
ロ
m
W
C
C
口
弘
常
A

山・5閉山口問ve-唱唱-emv・念
W
0
・
u
u
'
F
c
n
古
血
】
F
F
白
n
F
S
同
町
=
口
町
芯
ロ
口
n
o
ロ
n
o
宮
]
C
ロ
S
5
c
n
白

OE--ロ

口
説
場
開
百
四
円
仲
良
N
u
h
σ
R
Z
a
-
n
H
H
O
同
町
出
回
開
芯
2
=
m
c
c
ロ
丘
一
円
和
一
喝
門
町
田
宮
n
Z
〈
四
日
開
口
問
U
円
釦
ロ
n叩
n
t
w
z
β
Eか
σ
o
n
岨
市
巴
閉
H
・
3
2
・
聞
こ
∞
M

(
却
)
明
・
図
。
円
相
-
-
P
Z
邑
c
s
-
志
2
2
0
同
開
口
忠
弘
4
5
色
白
m
-
開
B
g
m
H
N
司
容
町
『
げ
町
吋
m
・

8
・
2
・
(
H
S
W
回
以
-
N
Z
-
九
一
年
憲
法
に
つ
い
て
は
、
「
市
民
の
資
格
」
が

二
重
に
定
め
ら
れ
て
お
り
能
動
市
民
に
の
み
市
民
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
国
籍
条
項
を
含
む
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
市

民
権
の
行
使
が
伴
わ
な
い
単
な
る
市
民
す
な
わ
ち
受
動
的
市
民
の
要
件
を
、
の
ち
に
い
う
国
籍
の
要
件
と
と
ら
え
て
い
る
。
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フランスにおける国籍制度と国民概念 (2) 

(
幻
)
な
お
、
こ
れ
ら
学
説
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
光
信
・
前
掲

(
6
)
論
文
七
0
1
七
三
頁
お
よ
び
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
参
照
。

(
辺
)
〈
包

a・
4
-
E・
g・
3
・3
2
目・

(
お
)
一
説
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

S
E
E
-志
の
用
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
十
九
世
紀
の
半
ば
以
降
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
の

〈。
-
r
m
E
B
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
∞
ミ
巳
-
P
右
目
立
円
。
3
・同
U
M
-
-

も
っ
と
も
、
用
語
の
不
存
在
が
実

質
的
な
国
籍
概
念
の
不
存
在
を
た
だ
ち
に
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
す
く
な
く
と
も

E
E
E
H志
の
用
語
、
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
十
九

世
紀
半
ば
ま
で
に
は
す
で
に
近
代
的
国
籍
概
念
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

(
但
)
光
信
・
前
掲
註

(
4
)
論
文
参
照
。

(
お
)
〈
包
四
「
O
℃

-S・(
ω

)

も・ま・

(mm)EE--
唱・

3
・

(幻

)Ea--
宅
一
ヨ
ム
。
。
・

(
お
)
寄
与
七
・

3
・

(
却
)
こ
の

ng吉
ロ
の
二
義
性
に
つ
い
て
は
、
樋
口
教
授
が
す
で
に
〈
開
豆
含
門
戸
三
円
〉
論
と
の
関
連
で
〈
2
8百
官
官
Z
5
5
〉と〈

2
ミ
B
A
E
-
〉
に
定
式

化
し
て
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
樋
口
陽
一
『
近
代
国
民
国
家
の
憲
法
構
造
』
(
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
四
)
、
一
四
一

1
一
六
三
頁
。

(
却
)
〈
gofo-yn広
(
3・
日

Y
H
O
O
-

(
幻
)
同

gp-℃・
5
a・

(
担
)
玄
・
叶
『
O℃
R-
戸

E
口。
s
z
o口円
]mnRO可
E
g
g
-白
河
合
。
-
5
5
E
玲

g
S
u
m
y
-
E
回
E
g
g
-
d
o
zロ
2
『円】開。
s
a
g
o
z匂
巴
】
回
一

0
3
X
2
2
-
n
e
「
ρ
0・
?

-唱喝、叶
d

司・凶。
a
・

(
お
)
歩
五
・
同
y
凶ヨ・

(
川
品
)
寄
与
・
同
戸
川
明
。
∞
-

(お

)
F
E
-

(
お
)
な
お
、
叶
8
唱
。
司
の
理
解
で
は
、
九
一
年
憲
法
は
上
記
の
よ
う
に
国
籍
要
件
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
が
、
外
国
人
に
政
治
的
権
利
を
認
め
た

も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
九
三
年
卓
思
法
は
、
外
国
人
に
帰
化
を
条
件
と
す
る
こ
と
な
く
投
票
権
を
与
え
た
も
の
で
あ
る

oEι
・0
甘
・
凶
己
・
そ

も
そ
も
革
命
期
諸
憲
法
は
政
治
的
権
利
に
し
か
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
と
考
え
る
司
。
宮
『
は
、
九
三
年
憲
法
第
四
条
が
「
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ

北法56(5・167)2183



説

居
住
す
る
者
」
と
「
外
国
人
」
と
を
実
質
的
に
同
じ
定
式
で
、

い
る
と
す
る
。
ま
ι・

(
訂
)
正
子
署
・
凶
己
eu-u
・

(
叩
ぬ
)
庄
円
同
」
宅
三
唱
ふ
M
0・

(
却
)
同

za--司・凶
N
C

(
刊
)
も
っ
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
用
語
と
し
て
は
依
然
と
し
て

S
o吉
田
の
語
が
二
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
政
治
的
権
利
の
享
有

主
体
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
の
狭
義
の
♀
ミ

g
と
、
こ
れ
に
私
権
の
み
の
享
有
主
体
を
含
め
た
、
広
義
の
n
p
o
苫
ロ
で
あ
る

o
E与
ニ
宅
・
凶
M
O
B

凶

M
H

(
H
U
)

ザ
広
・
・
甘
い
M
M
-

つ
ま
り
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
の
行
使
を
認
め
ら
れ
た
者
」
と
し
て
定
め
て

論

※
本
稿
は
、
平
成
一
二
年
度
・
一
一
一
一
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
に
基
づ
く
、
北
海
道
大
学
審

査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二
O
O
一
年
六
月
二
九
日
授
与
)
の
一
部
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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